
 

 極点測定を高速化する。 

  連続測定のＳｃａｎスピードを上げる。 

 

 結晶粒径が小さいなら極点図４面を約１時間で測定出来る。 

   

結論 

 結晶粒径が小さい場合、βスピード７２０度／分で測定したデータでＯＤＦ解析が可能 

 （１時間でα１５度から９０度の極点図が４面測定可能） 

 粒が荒い場合、揺動スピードを２倍にすれば４面１時間５０分で測定出来る。 
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概要 

 極点測定の連続測定は、ある程度結晶粒の荒い場合でもγ揺動と組み合わせる事で効果がある。 

   通常、γ揺動周期（２ｓｅｃ）に合わせたｓｃａｎスピードを選択する。 

   このγ揺動周期を１ｓｅｃにするだけで測定時間は約半分になる。 

結晶粒径が小さい場合、γ揺動周期を気にせずにｓｃａｎスピードを上げる事が出来る。 

   結晶粒径の小さい試料を用い、γ揺動付き１５０度／分、γ揺動なし３００度／分、７２０度／分を 

   測定し結果の比較を行う。 

  

測定 

 ＲＩＮＴ２１００ Ｃｕ管球 ４０ｋＶ－４０ｍＡ Ｎｉフィルタ２枚 

 ＤＳスリット １／２ｄｅｇ．高さ制限スリット２ｍｍ 

 Ｓｃｈｕｌｚスリット  １ｍｍ 

 ＳＳスリット      ７ｍｍ＋高さ制限５ｍｍ 

 ＲＳスリット  ７ｍｍ 

 バックグランド     ｌｏｗ側とｈｉｇｈ側の２点 

 α範囲   １５度から９０度（７５度の範囲を５度間隔） 

 

γ揺動付き１５０度／分（γ揺動周期に一致） 

  

 ３面を２時間２１分       ４面では３時間０８分 

γ揺動なし３００度／分（γ揺動スピードを２倍にした場合のｓｃａｎスピード） 

  

 ３面を１時間２２分  ４面では１時間５０分 

γ揺動なし７２０度／分（結晶粒径が小さい場合） 

  

 ３面を４６分   ４面では約 １時間 

 

 

γ揺動なし３００度／分は、｛１１｝を２回測定し｛２００｝は測定出来なかったので 

ＯＤＦ評価行わない 

 

 

 

 

 

 



γ揺動付き１５０度／分（γ揺動周期に一致） 

 

データ処理結果 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

ＬａｂｏＴｅｘＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 



γ揺動なし７２０度／分（結晶粒径が小さい場合） 

 

データ処理 

 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

 



ＯＤＦ図比較（ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦのＯＤＦ解析結果） 

左 １５０度／分＋γ揺動   右 ７２０度／分 γ揺動なし 

  


